（別紙様式１）
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工業研究費
	事業名:セラミックス研究所開発研究費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　セラミックス研究所　研究開発部　電話番号：0572-22-5381
　　　　　　　　　　　E-mail：info@ceram.rd.pref.gifu.jp
	事業費


　要求額：13,269千円（前年度予算額：17,333千円）
	事業内容


	１　事業の内容


○研究開発費
· 地域産業である陶磁器産業に密着した課題を研究開発し、陶磁器産業の高度化や高付加価値化に寄与する。
· 国及び各助成団体などの外部資金を活用し、産学官の連携により陶磁器・セラミックスに関する研究開発を実施して、新分野・新産業への展開を図る。
　（継続研究課題）

· 機能性に優れた陶磁器質タイルの開発　（A-STEP）
· 人に優しい陶磁器製品の開発とその評価技術　　

· 低熱膨張材料の高機能化とその製品化　　　
· セラミックスダイスによるプレス加工技術の開発　（サポイン）

· 多品種・少量生産対応型ダイカスト鋳造システムの開発　（サポイン）

· ナノ加工用機能性砥石の開発　（クラスター）

· チタン酸アルミニウムを用いたアルミニウムダイカスト用部材の開発（クラスター）

　（新規研究課題）

· マイクロ波ガス複合炉の新規活用技術の探索　（越山財団）

· 加飾陶磁器の強度向上に関する研究　（A-STEP）
＊越山財団　：(財)越山科学技術振興財団　研究助成
A-STEP　　：(独)科学技術振興機構　研究成果最適展開支援事業
サポイン　：経済産業省　戦略的基盤技術高度化支援事業
クラスター：文部科学省地域イノベーションクラスタープログラム（グローバル型）
○間接経費

　　外部資金の研究の推進における光熱水費や役務費など間接的に必要な経費
	２　所要経費


○研究課題
継続研究課題　7テーマ　  8,940千円

新規研究課題　2テーマ　　1,900千円
○間接経費　　　　　　　　　　2,429千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　・新技術・新商品開発を支援する
	２　これまでの取組状況


　地域陶磁器産業の高度化・高付加価値化を支援するための研究開発を実施した。また、新分野展開や新産業育成を目的に、積極的な産学官連携を推進し、新しいセラミックス素材などの研究開発を実施した。これらの研究成果を公開し、共同研究や研究会活動により実用化に向けた取り組みを行った。
　　　研究論文等　H22　2件

　　　研究発表　　H22　22件

　　　展示会出展　H22　14件
	３　これまでの取組に対する評価


　共同研究や研究会活動などを通して、県内産業への研究成果の実用化を実施した。また、新規な研究成果については特許出願を行い、企業への実施を進めて、新規製品開発を行うとともに、実施料の収入の増加に努めた。
　　　共同研究　　　　　　H22　2件

　　　受託研究（企業）　　H22　3件

　　　特許実施　　H22　企業数：18件、実施特許数：20件
特許製品販売額　26,567,400円、実施料収入　344,297円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	17,333
	0
	0
	0
	0
	0
	14,945
	0
	2,388

	要求額
	13,269
	0
	0
	0
	0
	0
	12,109
	0
	1,160

	決定額
	13,269
	0
	0
	0
	0
	0
	12,109
	0
	1,160


